
本
手
鑑
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
平
成
一
一
年
一
一
月
一
一
日
よ
り
同
月
二
四
日
に
わ
た
り
、
本
研
究
所
二
十
周
年
記
念
展
示
会
に
お
い
て
、

そ
の
第
二
部
「
未
来
の
研
究
史
資
料
た
ち
」
の
一
つ
と
し
て
、
公
開
展
示
さ
れ
、
か
つ
、
翌
一
二
年
三
月
刊
行
の
、
本
研
究
所
「
別
冊
年
報

Ⅳ
創
立
二
十
周
年
記
念
誌
」
所
載
の
、
「
６
研
究
所
蔵
書
解
題
」
に
お
い
て
、
「
そ
の
他
１
筆
林
」
と
し
て
、
略
解
題
が
公
け
に
さ
れ
て

注
（
１
）
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
足
ら
ざ
る
を
補
い
、
か
つ
は
、
そ
れ
に
貼
ら
れ
た
古
筆
切
れ
の
う
ち
、
と
く
に
今
日
的
な
意
義
を
持
つ
と
こ
ろ

に
つ
い
て
、
個
別
的
な
調
査
を
施
す
こ
と
と
し
た
。

す
な
わ
ち
、
Ⅱ
に
お
い
て
は
、
貼
ら
れ
た
「
古
筆
切
」
お
よ
び
「
極
め
札
」
に
つ
い
て
、
個
別
的
に
調
査
し
た
概
略
を
表
示
す
る
こ
と
と
し

た
。
つ
い
で
、
Ⅲ
で
は
、
近
時
中
世
和
歌
研
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
「
十
市
遠
忠
」
の
真
筆
か
と
目
さ
れ
る
「
切
れ
」
に
つ
い
て
、

調
査
報
告
七
十
四

Ｉ
は
じ
め
に

文
芸
資
料
研
究
所
蔵
手
鑑
「
筆
林
」

上武野

野井村

英和精

子人一

－1－



Ｈ
（
２
）

遠
忠
研
究
を
も
っ
ぱ
ら
と
さ
れ
て
い
る
武
井
埼
玉
大
学
教
授
を
煩
わ
せ
て
新
稿
を
え
、
参
考
に
供
す
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
Ⅳ
は
、
和
歌
史

研
究
に
お
い
て
と
み
に
関
心
が
よ
せ
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
さ
ら
に
「
寝
覚
め
」
な
ど
物
語
研
究
に
お
い
て
も
話
題
が
提
供
さ
れ
て
い
る
「
古
筆
切

れ
」
研
究
の
一
盲
点
と
し
て
、
「
極
め
札
」
の
、
こ
と
に
「
極
め
印
」
の
、
研
究
資
料
と
し
て
の
評
価
に
か
か
わ
る
問
題
点
検
討
の
た
め
に
構

注
（
３
）

築
さ
れ
て
い
る
、
「
琴
山
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
方
法
論
的
観
点
か
ら
、
本
手
鑑
に
捺
さ
れ
た
「
琴
山
印
」
に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と
と
し
た
。

へ注
1
一

（
３
）
潮
廼
舎
文
庫
研
究
所
「
潮
廼
舎
文
庫
蔵
古
筆
切
れ
展
に
つ
い
て
ｌ
「
明
融
本
源
氏
物
語
」
の
間
魍
」
（
潮
廼
舎
文
庫
研
究
所
「
年
報
」

（
２
）
武
井
和
人
「
標
題
に
注
記
の
あ
る
短
冊
Ｉ
架
蔵
十
市
遠
忠
短
冊
小
孜
ｌ
」
（
「
研
究
と
資
料
」
第
川
十
八
輯
屹
年
哩
月
）

武
井
和
人
「
遠
忠
詠
・
公
条
判
『
百
番
自
歌
合
」
小
孜
Ｉ
遠
忠
自
筆
文
献
へ
ｌ
」
（
「
研
究
と
資
料
」
第
四
十
九
輯
船
年
７
月
）

武
井
和
人
・
高
橋
育
子
「
住
吉
法
楽
百
首
Ｉ
住
吉
大
社
本
・
尊
経
開
文
庫
本
翻
刻
ｌ
」
（
「
研
究
と
資
料
」
第
五
十
輯
船
年
哩
月
）
他
。

な
お
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
共
同
研
究
報
告
書
平
成
胆
年
度
」
に
、
「
（
仮
題
番
号
）
喝
１
１
」
と
し
て
、
武
井
氏
を
研
究
代
表

者
と
す
る
、
研
究
課
題
名
「
十
市
遠
忠
自
筆
資
料
群
の
悉
皆
調
査
と
そ
の
書
誌
的
研
究
」
の
報
告
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

手
鑑
。
折
本
（
咽
折
・
両
面
使
用
）
一
冊
。
表
紙
寸
法
調
・
３
×
型
・
４
糎
。
青
地
花
亀
甲
帛
表
紙
。
中
央
に
卵
色
地
に
金
泥
細
画
入

り
の
害
題
篭
貼
付
、
「
筆
林
」
と
墨
書
。
見
返
し
、
白
地
に
金
筋
散
ら
し
仕
様
。

本
文
料
紙
、
薄
紫
に
彩
色
し
た
厚
手
の
鳥
の
子
。
表
羽
・
裏
型
、
計
艶
点
の
古
筆
切
を
所
収
。
う
ち
認
点
に
極
札
貼
付
、
上
冷
泉
為

久
他
妬
名
の
名
を
記
す
。
奥
書
・
識
語
・
旧
蔵
者
印
記
等
無
し
。
（
「
別
冊
年
報
Ⅳ
」
皿
頁
。
原
文
横
書
き
）

｡
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七十四文芸資料研究所蔵手鑑『筆林」

篭
貼
付
。
醗

筆
と
い
う
。

前
後
見
返
し
と
も
に
白
地
銀
箔
散
ら
し
鳥
の
子
。
本
文
料
紙
は
桃
色
地
に
銀
砂
子
散
ら
し
厚
紙
檀
紙
一
二
丁
。
こ
れ
を
台
紙
と
し
て
折
本
に

仕
立
て
た
も
の
。
こ
れ
ら
の
台
紙
は
随
所
に
複
数
の
糊
痕
が
見
ら
れ
、
該
耆
以
前
に
も
手
鑑
台
紙
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

題
篭
を
除
き
、
折
本
の
表
に
二
七
種
、
裏
に
二
四
種
、
計
五
一
枚
の
切
れ
を
貼
付
す
る
。
奥
書
・
識
語
・
旧
蔵
書
印
等
な
し
。
昭
和
六
三
年
購

人
0

手
鑑
一
冊
。
紺
地
金
銀
菱
繋
地
椴
子
表
紙
。
表
紙
寸
法
三
六
・
二
×
二
四
・
四
糊
。
表
紙
中
央
に
金
砂
子
散
ら
し
金
泥
下
絵
入
り
鳥
の
子
題

貼
付
。
題
篭
寸
法
一
六
・
六
×
川
・
五
籾
。
題
字
「
筆
林
」
。
一
丁
表
に
貼
付
さ
れ
た
川
勝
宗
久
の
極
め
に
よ
れ
ば
、
上
冷
泉
為
久
（
人
ト
モ
）

偲
号
“
年
６
月
。
な
お
、
同
号
に
は
、
潮
廼
舎
文
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
「
「
源
氏
物
語
明
融
本
一
に
つ
い
て

の
疑
問
ｌ
『
琴
山
印
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
資
料
の
語
る
も
の
」
フ
ァ
イ
ル
全
文
が
録
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
「
『
琴
山
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
構
築
に
つ
い
て
」
と
い
う
フ
ァ
イ
ル
を
、
“
年
、
月
か
ら
開
示
し
て
い
る
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は

言
日
ミ
ミ
ミ
芝
・
馬
‘
己
○
口
‘
口
２
頁
ｉ
里
○
国
Ｃ
旨
で
あ
る
。
か
た
が
た
参
照
さ
れ
た
い
）

村
上
翠
亭
・
高
城
弘
一
監
修
「
古
筆
鑑
定
必
携
古
筆
切
と
極
札
」
（
淡
交
社
平
成
陥
年
３
月
）

（
野
村
）

Ⅱ
「
筆
林
」
書
誌

（
こ
手
鑑
耆
誌

一jJ－
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６
翻
刻
に
際
し
、
原
則
と
し
て
漢
字
表
記
は
現
行
の
も
の
を
用
い
た
。
ま
た
虫
損
等
で
判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
に
は
口
印
を
補
っ
た
。

５
「
書
誌
」
の
項
で
は
料
紙
と
記
述
の
仕
方
に
つ
い
て
、
解
説
し
て
お
い
た
。
例
え
ば
歌
集
な
ら
ば
、
一
首
を
何
行
で
合
計
何
首
書
い
て
い

る
の
か
、
訶
耆
は
和
歌
よ
り
何
字
下
げ
で
言
い
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
ら
す
べ
て
を
併
せ
て
総
行
は
い
く
つ
か
と
い
っ
た
具
合
で
あ

凡
例

１
表
に
は
上
か
ら
順
に
、
「
通
し
番
号
」
「
極
札
」
「
切
れ
詳
細
」
「
備
考
」
の
各
項
を
設
け
、
さ
ら
に
「
極
札
」
の
項
は
「
伝
承
筆
者
名
」
と

「
古
筆
家
名
」
に
、
「
切
れ
」
の
項
は
「
内
容
」
「
ス
ケ
ー
ル
」
「
耆
誌
」
の
項
に
細
分
し
た
。

２
「
極
札
」
項
目
の
う
ち
、
「
伝
承
筆
者
名
」
に
は
極
め
の
表
記
を
翻
字
し
た
。
そ
の
際
一
部
私
に
補
っ
た
も
の
に
は
く
〉
印
を
冠
し
て

お
い
た
。
「
古
筆
家
名
」
の
項
目
で
、
氏
名
が
特
定
で
き
な
か
っ
た
も
の
に
は
「
」
印
を
冠
し
印
字
の
み
を
翻
刻
し
て
お
い
た
。

３
「
内
容
」
の
項
に
は
切
れ
の
一
部
を
翻
刻
し
た
。
そ
の
際
、
和
歌
や
連
歌
等
韻
文
の
場
合
に
は
最
初
に
記
さ
れ
た
一
首
を
翻
刻
し
、
経
典

や
物
語
等
散
文
の
場
合
に
は
冒
頭
行
を
翻
刻
し
て
お
い
た
。
ま
た
翻
刻
の
あ
と
に
は
（
）
内
に
ジ
ャ
ン
ル
を
記
し
た
。
出
典
が
判
明
し

た
も
の
は
作
品
名
や
歌
番
号
な
ど
を
記
し
て
お
い
た
。
な
お
歌
番
号
は
「
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
っ
た
。

４
「
ス
ケ
ー
ル
」
の
項
に
は
切
れ
の
寸
法
を
縦
×
横
で
記
し
、
ま
た
界
や
罫
の
あ
る
も
の
は
そ
の
長
さ
と
輻
を
記
し
た
。
単
位
は
す
べ
て
糎

る
C

で
あ
る
↑

（
二
）
切
れ
一
覧

－4－



七十四文芸資料研究所蔵手鑑「筆林」

｜］’通し番号Ⅱ
｜
後
円
融
天
皇

10 8 6 5 4 19 I ２

金
蓮
寺
素
眼
法
師

後
鳥
羽
天
皇

光
明
皇
后

近
術
関
白
信
尹
公

小
野
道
風

一
体
和
尚
弟
子
墨
斎
ほ

か世
尊
寺
殿
定
成
卿

岡
本
半
助
宣
就

伝
承
筆
者
名

上
冷
泉
為
久
朝
臣 極

大｜
咳’し二

古
筆
」

「
守
村

「
古
筆
」

「
古
筆

「
守
村
」

ヨヨ

守古
村筆
1－－1－－

「
古
筆
」

「
古
筆
」
（
認
印

か
） 川

勝
宗
久

古
筆
家
名

詩
題
「
洞
庭
秋
月
」
（
七
言
詩
）

「
是
集
諦
如
是
理
趣
由
何
證
知
余
契
経
中
亦
説

余
…
」
（
経
典
）

「
・
・
・
か
き
と
む
る
む
か
し
の
ひ
と
の
こ
と
の
は

を
お
い
の
な
み
た
に
そ
め
て
み
る
か
な
…
」

二
拾
玉
集
」
ろ
己
‐
巴

「
ひ
と
目
み
し
の
へ
の
け
し
き
は
う
ら
か
れ
て
胃
．
ヘ
買
届
酌

露
の
よ
す
か
に
や
と
る
月
か
け
…
」
二
新
古

二
禅
房
無
熱
到
但
能
」
（
七
言
詩
）

「
刹
々
座
々
見
身
相
門
々
何
処
不
相
逢
…
」

（
対
句
集
か
）

「
催
新
可
之
霞
出
海
咲
梅
」
（
漢
詩
か
）

「
大
法
雨
大
法
雨
成
就
濁
悪
諸
衆
生
等
是
時
行

…
」
（
経
典
）

「
筆
林
」
（
外
題
）

「
心
静
川
身
涼
」
（
五
言
詩
）

「
清
浄
故
四
無
所
畏
清
浄
何
以
故
若
一
切
智
智

・
・
・
‐
’
（
経
典
）

内

容

切

壁
薗
×
届
い
（
界
９
．
一

吟
切
時
×
い
‘
や

坤
今
鈎
×
』
弾
。

四
房
か
×
印
↑
（
騨
介
］
や
画

罫
陰
己

画
、
．
や
×
」
ふ
い

罫
一凸

己

思
睡
×
固
い
（
界
己
司

罫
ら
）

ス
ケ
ー
ル
（
含
界
罫
）

』
『
．
つ
×
』
、
や

｝
ふ
め
×
吟
、

胃
や
．
画
×
］
か
画

』
か
．
や
×
画
］
．
つ

41
4し

詳

金
砂
子
散
ら
し
金
泥
下
絵
入
り
鳥
の
子
。

１
行

橡
色
・
竜
の
下
絵
入
り
楮
紙
。
４
行

無
地
楮
紙
・
裏
打
ち
・
墨
界
・
朱
点
入
り

・
６
行

無
地
奉
書
紙
。
１
首
３
行
計
７
行

無
地
楮
紙
。
上
下
２
段
書
き
・
７
言
対
句

計
８
首

紺
地
雁
皮
・
銀
界
・
金
泥
経
。
９
行

黒
地
雁
皮
・
銀
界
・
金
泥
経
。
３
行

無
地
楮
紙
。
点
者
略
号
・
鉤
点
等
の
加
点

あ
り
。
１
首
１
行
計
４
首
・
訶
書
３
字
下

丁
字
色
鳥
の
子
。
２
行

雲
紙
・
鳥
の
子
。
３
行

細

吾

誌

手
鑑
題
篭

Ｅ
と
ツ
レ

、力 ツ
レ
か

８
と
９
は

備
考

－5－



20 19 18
T弓

上／ 16
1芦

1， 14 13 12

堯
孝
門
弟
周
興
律
師
一
「
守
村
」

｜
「
名
取
川
音
に
な
し
て
そ
み
ち
の
く
の
し
の
ふ
一
睡
ｇ
×
｜
堂

素
眼
法
師

素
眼
法
師
前
廉
筆

和
歌
四
天
王
慶
雲
法
師

柴
屋
軒
宗
長

常
徳
院
殿
〈
足
利
〉
茂

尚
公

素
眼
法
師

連
歌
師
寿
慶

足
利
〉
菰
尚
公

「
守
村
‐

「
古
錐
」

一ー1

塞
一了

山
L一-

~一~1

古
轆
L一~‐

「
幸
Ｊ
ｒ
Ｔ
Ｊ
｜

一
戸
了
？
木
１
Ｌ

「
守
村
」

「
古
筆
」

古
筆
」

「
我
か
く
て
い
な
葉
も
る
身
と
な
り
ぬ
る
を
か

り
の
や
と
、
や
人
の
み
る
ら
ん
…
」
二
新
千
載

集
」
巻
十
八
雑
歌
下
呂
霞
’
弱
）

「
雲
の
う
へ
の
春
さ
へ
さ
ら
に
忘
ら
れ
ね
花
は

数
に
も
恩
ひ
出
し
を
…
」
言
千
載
集
』
巻
十
七

雑
歌
中
己
殿
‐
認
）

詩
題
「
江
天
暮
雪
」
（
七
言
詩
）

「
神
も
ま
た
君
か
た
め
と
や
か
す
か
や
ま
ふ
る

き
み
ゆ
き
の
あ
と
の
こ
し
け
む
…
」
二
新
後
拙

集
」
巻
十
神
祇
歌
圏
刹
逵

詩
題
「
山
市
晴
嵐
」
（
七
言
詩
）

今
』
巻
五
秋
下
畠
や
ら
二

「
し
も
つ
け
の
し
め
ち
か
原
の
さ
し
も
く
の
お

の
か
お
も
ひ
に
身
を
や
や
く
ら
ん
…
」
（
歌
集
）

「
す
み
よ
し
の
浪
も
心
を
よ
せ
け
れ
は
む
へ
そ

み
き
は
に
立
ま
さ
り
け
る
…
」
（
「
干
赦
集
』
巻

二
十
神
祇
歌
届
３
‐
＄
）

「
和
田
の
原
千
里
も
わ
か
ぬ
舟
出
し
て
…
」

（
連
歌
）

い
つ
．
い
×
一
。
琴

画
動
司
×
一
旬
．
⑭

唖
吟
“
×
｜
卸
学

噌
舎
、
×
一
ｍ
．
噛

唾
回
剖
×
」
乱
●
酌

一
つ
．
つ
×
一
参
旬

一
つ
，
つ
×
一
参
‐
、

一
式
↑
×
一
睡
匙

橡
色
・
竜
の
下
絵
入
り
楮
紙
。
４
行

雌
地
楴
紙
・
災
打
ち
・
１
首
１
行
計
３
首

・
訓
書
３
字
下
げ
・
総
計
叩
行

鯲
地
楮
紙
・
１
首
１
打
計
３
首
・
訶
書
３

字
下
げ
・
総
計
６
行

無
地
楮
紙
・
裏
打
ち
・
１
首
２
行
計
２
首

・
刈
苦
３
字
下
げ
・
総
計
９
行

無
地
楮
紙
・
製
打
ち
・
１
首
２
行
計
４
首

・
訶
耆
２
字
下
げ
・
総
計
哩
行

Ｊ
字
色
鳥
の
子
・
裏
打
ち
・
１
首
１
行
計

無
地
鳥
の
ｊ
・
喪
打
ち
・
１
首
１
行
計
３

了
・
渕
洲
２
字
下
げ
・
総
計
舶
行

橡
色
。
危
の
下
絵
入
り
楮
紙
。
４
行

1斗r

レノ

ネ公
恥じ’

計
ｳ
ﾉ

ｵ千
I』

雲
紙
・
金
泥
下
絵
入
り
鳥
の
子
。
連
歌
懐

紙
。
１
句
２
行
計
３
句
６
行

は
ツ
レ
か

か14

と
ツ

レ

〈
ｎ
Ｖ
、
へ
く
〕
、
〈
ｕ
Ｊ

ｌ
１
１

Ⅳ
参
昭

叩
と
ツ
レ

込力
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合､」

00
色些

旬弓

乙／
nJ勺

乙り

湖
信
斎
宗
信

牡
丹
花
前
簾
之
筆

十
市
遠
忠

金
蓮
寺
素
眼
法
師

山
本
殿
実
冨
卿

池
川
帯
刀
正
能
一
品
川
牛
庵

巳
｡読寸

i,ij
"士・

刀§

暖

「
守
村
」

「
古
筆
」

Ⅵ
利
。
－
Ｊ
Ⅲ
川
引
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
塞
了
Ⅲ
ｕ
」

卓
古
筆
」

二
占
飛
」

「
占
兼
」

か
は
ら
は
露
あ
ま
る
と
も
…
」
二
新
後
拾
遺

集
』
巻
十
一
恋
歌
＄
甲
副
）

「
春
日
野
の
下
も
え
わ
た
る
草
の
う
へ
に
つ
れ

な
く
見
ゆ
る
春
の
あ
わ
雪
…
」
二
新
古
今
集
』

巻
一
春
歌
上
る
‐
屋
）

「
久
か
た
の
あ
ま
の
戸
あ
け
て
出
る
日
や
神
代

の
春
の
は
し
め
な
り
け
ん
：
．
」
毫
続
古
今
集
」

巻
一
春
蟹
二

「
よ
し
野
や
ま
み
れ
の
し
ら
雪
い
つ
き
え
て
け

さ
は
か
す
み
の
た
ち
か
は
る
ら
む
：
，
」
（
「
拾
迩

集
』
巻
－
４
仇
し
「
右
／
源
爪
之
」
と
あ
る
。
）

「
く
れ
か
、
る
入
江
の
な
み
は
色
も
な
し
水
き

は
う
す
く
雪
に
か
ゞ
り
て
…
」
（
万
葉
仮
名
表

記
・
和
歌
）

「
風
ふ
け
は
玉
ち
る
萩
の
し
た
鱗
に
は
か
な
く

や
と
る
の
へ
の
月
哉
…
」
二
新
古
今
集
』
巻
四

秋
歌
上
凄
守
塞
）

「
蕗
ま
た
て
な
ひ
く
蒋
葉
の
千
草
か
な
…
」

（
「
竹
林
抄
』
巻
十
屈
麗
‐
電
）

「
氷
消
漢
王
応
難
柵
雪
尽
梁
王
不
刊
枚
・
・
・
」

二
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
〈
氷
〉
鵠
や
題
．
〈
談

ご
］
．
〈
仏
名
〉
箔
巴

画
騨
、
×
一
ｍ
．
、

い
や
い
×
唾
］
．
、

唾
⑪
．
Ｃ
×
唾
ロ
・
ロ

唾
鈩
、
×
痔
、
い

］
、
．
↑
×
］
毎
」

』
や
．
つ
×
］
つ
い

｜
煙
ｃ
×
一
『
』

金
泥
下
絵
入
り
色
紙
・
Ｉ
首
散
ら
し
書
き

首
・
訓
書
２
字
下
げ
・
総
計
９
行

雌
地
鳥
の
子
・
典
打
ち
・
１
首
１
行
計
５

雌
地
楮
斐
桃
き
混
ぜ
、
裏
打
ち
・
１
首
１

行
計
４
首
・
訓
書
３
字
下
げ
・
総
計
吃
行

橡
色
・
竜
文
下
絵
入
り
楮
紙
・
裏
打
ち

１
首
４
行

雌
地
鳥
の
子
・
４
筒
帥
７
行

班
地
楮
斐
漉
き
混
ぜ
・
１
首
１
行
計
４
首

・
訶
耆
３
字
下
げ
・
総
計
、
行

ｌ
字
色
鳥
の
子
・
裏
打
ち
・
１
首
１
行
計

４
首
・
訶
書
３
字
下
げ
・
総
計
叩
行

４
首
・
訶
害
３
字
下
げ
・
総
計
８
行

漢
切
れ
）
か

は
ツ
レ
（
和

く
い
〉
、
Ｑ
Ｊ
、
〈
ｕ
Ｊ
、
Ｑ
Ｊ

１
上
屯
Ｉ
ユ
ー
几
、
／
】

Ⅳ
参
昭

万

一／
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極
め
無
し

極
め
無
し

極
め
無
し

極
め
無
し

極
め
無
し

極
め
無
し

極
め
無
し

山
門
行
助
法
印

義
尚
公

「
古
筆

「
古
筆
」

「
こ
れ
を
習
へ
し
学
問
に
た
よ
り
あ
ら
ん
た
め

也
次
に
…
」
（
仮
名
文
・
随
筆
あ
る
い
は
教
訓

書
か
）

「
西
頭
過
至
小
塘
西
北
角
外
角
従
此
此
傍
小
塘

東
下
至
小
塘
東
北
角
：
．
」
（
漢
文
・
地
誌
か
）

「
あ
か
つ
き
と
つ
け
の
枕
を
そ
は
た
て
穏
聞
も

か
な
し
き
か
ね
の
音
か
な
…
」
急
新
古
今
集
」

巻
十
八
雑
歌
下
畠
ｇ
‐
巨
）

「
智
恵
甚
疾
無
量
其
智
恵
門
難
解
難
入
一
切
声

…
」
（
「
法
華
経
」
第
一
品
文
末
か
ら
第
二
品
冒

頭
）

「
蘇
州
船
故
龍
頭
暗
王
尹
橋
傾
雁
歯
斜
。
：
」

亀
和
漢
朗
詠
集
」
巻
下
〈
懐
旧
〉
且
苧
怠
）

「
春
日
侍
中
殿
同
泳
花
多
春
友
応
製
和
歌
一

首
並
序
…
」
（
題
と
真
名
序
の
一
部
の
み
）

「
三
笠
山
さ
し
て
来
に
け
り
い
そ
の
か
み
ふ
る

き
御
幸
の
跡
を
尋
て
…
」
二
千
載
集
」
巻
二
十

神
祇
歌
尾
認
）

「
露
は
た
§
ゆ
ふ
へ
の
お
と
す
涙
に
て
う
き
身

の
秋
は
け
に
そ
は
か
な
き
…
」
（
歌
集
）

‐
君
か
世
に
あ
は
す
は
い
か
て
さ
く
花
の
い
ろ
罵
隆
×
屋
患

も
千
と
せ
の
は
る
を
し
ら
ま
し
。
：
」
（
応
製
和

岬
今
．
、
×
］
司
司

閉
い
×
匡
回
（
界
隠
．
（
）

噛
卸
⑤
×
、
』
（
因
介
噛
』
塗

悪
封
湧
《
《
）

罫
画
．
、
）

罫
］
・
唾

四
ｍ
い
×
岸
Ｃ
“

画
幽
．
、
×
一
今
、

唾
卸
唾
×
］
凱
唖

ち
い
×
覇
切
（
界
囲
い

〕
い
い
×
］
か
つ

無
地
鳥
の
子
・
料
紙
に
１
本
縦
の
折
れ
目
卯
、
錨
は

あ
り
・
１
首
２
行
・
訶
書
１
字
下
げ
・
総
ツ
レ
か

無
地
鳥
の
子
・
朱
点
・
傍
書
入
り
・
も
と

列
帖
装
か
．
行
卯
字
内
外
計
９
行

無
地
楮
紙
・
睾
界
・
朱
点
・
訓
点
や
訓
の

書
き
入
れ
あ
り
・
４
首
計
６
行

紺
地
雁
皮
・
金
泥
界
・
金
泥
経
・
５
行

無
地
雁
皮
・
墨
界
・
朱
訓
点
入
り
・
３
行

無
地
鳥
の
子
・
天
地
に
金
箔
縁
・
裏
打
ち

・
１
首
１
行
計
３
首
・
訶
押
１
字
下
げ
・

総
計
７
行

無
地
鳥
の
子
・
奥
打
ち
・
計
４
行

無
地
楮
紙
・
１
首
２
行
計
３
首
・
歌
人
名

７
行
下
げ
・
総
計
８
行

概
地
鳥
の
子
・
製
打
ち
・
１
首
１
行
計
１

首
・
訶
害
３
字
下
げ
・
総
計
叩
行

裏
面

か28

は

ツ

レ

’
刈
哉
、
（
×
〕

１
１よ

り
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1．） 42 10 ○ヴ
J』帽

一
極
め
雌
し

11 39 38

極
め
無
し

〔
室
町
時
代
宝
徳
三

年
写
／
東
寺
祐
英
筆
〕

〔
藤
原
時
代
大
般
若
経

第
六
十
六
〕

極
め
無
し

極
め
無
し

極
め
錘
し

極
め
無
し

一
条
家
家
俊
卿

（
背
焼
き
付
謹
・

近
代
の
も
の
か
）

（
青
焼
き
付
菱
・

近
代
の
も
の
か
）

ず
い
Ｌ
、
君
１
Ｊ

小
川
ハ
ｒ
ト
ル

「
磯
の
か
み
ふ
り
に
し
こ
ひ
の
神
さ
ひ
て
た
ぐ

る
に
我
は
い
そ
れ
か
ね
つ
る
…
」
二
古
今
集
』

巻
十
九
雑
体
己
隠
‐
鶴
）

「
う
ら
み
て
も
な
き
て
も
い
は
ん
か
た
そ
な
き

か
、
み
に
み
ゆ
る
か
け
な
ら
す
し
て
」
二
古
今

集
』
巻
十
六
哀
傷
唖
匡
‐
苫
）

「
た
の
む
契
り
は
な
か
き
世
か
け
て
朽
せ
し
な

妙
な
る
法
の
花
□
□
つ
ら
」
（
詠
疏
１
首
）

歌
…

「
二
障
随
躰
又
七
地
八
度
間
…
」
（
仏
教
関
係
の

問
答
書
か
）

「
し
ら
さ
り
し
八
十
瀬
の
波
を
分
過
て
か
た
敷

く
も
の
は
い
せ
の
浜
荻
…
」
二
新
古
今
」
巻
十

羅
旅
歌
置
や
ｓ
）

「
飢
口
性
喋
□
々
乳
老
鰯
心
閑
緩
々
眼
…
」
｜
喝
切
×
弓
．
（
）
（
界
隈
・
巴
一
卵
色
鳥
の
子
・
裏
打
ち
・
天
地
の
み
金
単

「
薩
摩
訶
薩
応
円
満
速
離
諸
兄
世
尊
云
何
菩
薩

…
」
（
写
経
）

「
若
使
栄
期
兼
解
酔
応
言
四
楽
不
言
三
：
。
」

二
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
〈
酒
〉
岳
や
餡
）

「
善
現
復
日
仏
言
若
一
切
法
自
性
皆
空
都
無
真

。
：
’
（
写
経
）

囲
騨
×
や
い
（
界
ｇ
“

罫
］
．
浬

唾
今
い
×
］
刃
争

画
司
．
↑
×
一
争
・
争

四
Ｐ
印
×
］
司
靹

い
い
い
×
』
い
・
や

画
刃
や
×
や
．
《

暉
今
②
×
④
轡
（
田
介
噌
つ
い

孵
封
－
．
や
）

］
唖
や
×
胃
争
．
つ

無
地
鳥
の
子
・
も
と
列
帖
装
か
．
１
首
１

行
計
７
首
・
訶
書
３
字
下
げ
・
総
計
ｎ
行

無
地
鳥
の
子
・
裏
打
ち
・
１
首
１
行
計
７

首
・
詠
者
名
略
字
下
げ
・
総
計
９
行

無
地
楮
紙
・
朱
鉤
点
・
訓
点
入
り
・
行
型

字
内
外
５
行

無
地
鳥
の
子

１
行
計
４
首

行 無
地
雁
皮
・
裏
打
ち
・
墨
界
・
５
行

金
銀
箔
砂
子
散
ら
し
金
泥
下
絵
入
り
色
紙

・
散
ら
し
苦
き

卵
色
鳥
の
子
・
天
地
に
金
単
郭
・
も
と
巻

子
本
か
・
料
紙
に
紙
の
継
ぎ
目
あ
り
・
５

句
計
７
行

計
４
行

無
地
楮
紙
・
墨
界
・
訓
の
苦
き
入
れ
あ
り

・
５
行

も
と
は
列
帖
装
か
．
１
首

訶
書
３
字
下
げ
・
総
計
皿

－9－



副
一
極
め
延
し

50 4710
工､ﾉ 48 16

極
め
無
し

極
め
無
し

慶
雲
律
師

極
め
無
し

烏
丸
光
宣
卿

見

室
夕

朝
命
茂
人
（
但

し
姉
将
端
の
下

に
「
わ
た
つ
み

の
」
と
引
用
す

る
が
当
該
紙
に

こ
の
引
用
句
は

無
い
。
他
の
極

め
が
こ
こ
に
付

い
た
も
の
か
）

「
見
室
」
（
木
村

「
い
つ
く
に
か
今
夜
は
宿
を
か
り
衣
日
も
夕
暮

の
峰
の
嵐
に
…
」
二
新
古
今
集
』
巻
十
鴨
旅
歌

の
印
噛
‐
画
。
）

「
の
み
と
り
つ
み
て
所
せ
く
渡
し
も
て
く
る
い

と
お
ろ
か
也
：
．
」
（
「
徒
然
草
』
上
巻
皿
段
文

末
～
哩
段
）

「
妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四
：
」
（
『
法
華
経
」
｜
勝
．
、
×
一
豊
（
界
画
勗
一
紺
地
雁
皮
・
金
界
・
金
泥
経
金
泥
に
上

「
い
に
し
へ
の
野
中
の
し
み
つ
ぬ
る
け
れ
と
も

の
、
こ
、
ろ
を
し
る
人
そ
く
む
…
」
（
歌
集
）

「
あ
ま
の
河
あ
さ
せ
し
ら
波
た
と
り
つ
、
わ
た

り
は
て
れ
は
あ
き
そ
ゑ
に
け
る
：
．
」
（
歌
普

く
古
今
注
か
〉
）

「
縁
縁
壇
上
縁
尚
畢
寛
不
可
得
性
非
有
故
呪
有

…
」
（
写
経
）

（
「
和
漢
朗
詠
集
」
巻
下
〈
鶴
〉
堂
や
鴎
）

ざ
や
×
卸
。
（
界
囲
い

罫
障
四

閉
翫
×
裏
や
（
界
曽
隆

職
割
鱈
巴

）
全
．
い
×
一
刃
や

］
①
』
×
］
い
塁

〕
鰐
旬
×
］
剴
切

無
地
楮
紙
・
墨
界
・
単
郭
．
ｌ
罫
の
内
に

１
首
２
行
書
き
・
計
３
首
３
行

無
地
鳥
の
子
・
も
と
列
帖
装
か
．
１
首
１

行
計
４
首
・
訶
苦
３
字
下
げ
・
総
計
ｎ
行

の
書
き
入
れ
有
り
・
も
と
列
帖
装
か
・
９

行 黄
染
紙
鳥
の
子
・
睾
界
・
８
行
・
も
と
は

折
本
か
（
紙
の
継
ぎ
目
・
折
り
目
あ
り
）

無
地
・
梢
斐
漉
き
混
ぜ
・
朱
点
合
点
段
数

字無
下地

げ烏
．の

総子
訓・・
lOX
行打
ち

1%．
2

行
注

郭
・
も
と
は
巻
子
本
１
句
－
行
計
２
句

・
１
首
２
行
計
３
首
・
総
計
８
行
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文芸資料研究所蔵手鑑「筆林』七十四

当
研
究
所
蔵
手
鑑
『
筆
林
」
（
第
型
番
）
に
所
載
さ
れ
る
「
伝
遠
忠
切
」
（
以
下
「
実
践
切
」
と
仮
称
）
は
、
極
め
の
通
り
、
結
論
か
ら
い
へ

ば
、
〈
遠
忠
〉
筆
と
認
め
て
良
い
も
の
で
あ
る
（
い
ま
こ
こ
で
、
ま
た
以
下
で
〈
遠
忠
〉
な
ど
と
い
ふ
も
の
い
ひ
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

後
述
す
る
）
・
出
典
は
「
続
古
今
集
」
春
上
・
八
番
歌
詞
書
か
ら
一
二
番
歌
訶
耆
ま
で
。
遠
忠
筆
と
す
る
『
続
古
今
集
』
の
切
れ
は
い
ま
一
点

存
す
る
（
久
保
木
秀
夫
の
教
示
に
よ
る
）
。
そ
れ
は
、
財
団
法
人
徳
川
黎
明
會
蔵
手
鑑
「
集
古
帖
」
に
貼
ら
れ
る
も
の
（
裏
面
二
六
面
・
切
番

号
一
五
二
、
『
徳
川
黎
明
會
叢
害
古
筆
手
鑑
篇
四
鳳
凰
台
・
水
茎
・
集
古
帖
」
〔
思
文
閣
出
版
Ⅱ
舗
・
３
〕
三
七
○
頁
、
以
下
「
徳
川
切
」
と
仮

称
）
で
あ
る
（
写
真
版
Ａ
）
。

盟
一
極
め
無
し

［
釈
文
］
晩
風
知
菊
と
い
ふ
心
を
白
河
院
御
寄

夕
く
れ
に
か
せ
の
ふ
か
す
は
菊
の
花
に
ほ
ふ
さ
か
り
を
い
か
て
し
ら
ま
し

百
首
の
御
寄
の
中
に
土
御
門
院
御
牙

よ
そ
に
ゆ
く
秋
の
日
数
ハ
う
つ
る
へ
と
ま
た
霜
う
と
き
庭
の
し
ら
菊

Ⅲ
実
践
女
子
大
学
文
藝
資
料
研
究
所
蔵
手
鑑
「
筆
林
』
所
掲
「
伝
遠
忠
切
」
に
つ
い
て

Ｉ
付
．
〈
遠
忠
筆
〉
鑑
定
難
Ｉ

の
符
仙
と
そ
の
冒
頭
句
を
記
す
）

「
こ
、
の
へ
に
い
ま
よ
り
な
る
猶
花
の
い
る
や

八
千
世
の
春
の
は
し
め
な
る
ら
ん
…
」
（
歌
集
）

稽罫
“【、Q

×巴

扇
一

無
地
鳥
の
子
・
１
首
２
行
計
１
首
・
訶
書

１
字
下
げ
・
総
計
４
行

る
書
き
入
れ
注
も
あ
り
・
５
行

八
Ｕ
、
侭
Ｕ
、
ハ
ム

Ｑ
Ｊ
９
Ｊ
貝
Ｊ

は
ツ
レ
か

（
上
野
）
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題
し
ら
す
中
務
卿
親
王

い
ま
よ
り
や
外
山
の
色
も
か
は
る
ら
ん
秋
風
さ
む
し
し
か
ら
き
の
こ
と

權
少
僧
都
公
朝

秋
の
色
を
い
か
に
ま
ち
ミ
ん
と
き
は
山
し
く
れ
も
露
も
染
し
と
恩
ヘ
ハ

建
長
六
年
韮
山
仙
洞
に
て
五
首
和
寄
講
し
侍
し
」

出
典
は
同
じ
く
『
続
古
今
集
」
、
秋
下
・
四
九
八
番
歌
詞
吉
か
ら
五
○
二
番
歌
詞
書
ま
で
（
因
み
に
、
前
掲
書
解
説
に
出
典
は
示
さ
れ
て
ゐ

な
い
）
。
前
掲
害
に
よ
れ
ば
、
こ
の
切
れ
は
、
寸
法
が
羽
・
８
×
Ｂ
・
４
叫
斐
紙
・
室
町
写
と
の
由
。
寸
法
か
ら
想
像
す
る
に
、
ま
た
九
行

書
と
い
ふ
こ
と
か
ら
見
て
、
一
行
分
が
切
ら
取
ら
れ
た
も
の
と
恩
は
れ
る
。

【AI伝遠忠筆「続古今集切」（徳川黎明

會蔵「集古帖」所載）
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七十四文芸資料研究所蔵手鑑「筆林」

や
や
横
道
に
そ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
も
そ
も
遠
忠
は
、
勅
撰
集
、
就
中
十
三
代
集
を
、
ど
の
位
耆
写
し
て
ゐ
た
の
だ
ら
う
か
。
か
っ
て

興
福
寺
明
王
院
に
所
蔵
さ
れ
て
ゐ
た
遠
忠
自
筆
典
籍
群
を
、
前
田
家
が
調
査
し
た
折
の
覚
書
で
あ
る
金
沢
市
立
玉
川
図
言
館
近
世
史
料
館
加
越

能
文
庫
蔵
本
『
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
」
〔
特
・
一
六
○
三
・
八
・
一
〕
九
二
・
書
籍
部
五
「
南
都
東
大
寺
等
書
籍
目
録
」
所
載
「
〔
天
和
二
年

十
二
月
七
日
津
田
光
吉
筆
〕
興
福
寺
之
内
明
王
院
書
籍
之
覚
」
に
は
、
遠
忠
筆
の
勅
撰
集
と
し
て
、
僅
か
に
以
下
の
も
の
が
記
載
さ
れ
て
ゐ
る

に
過
ぎ
な
い
（
聞
耆
類
、
序
ノ
ミ
の
抄
出
等
ハ
除
ク
）
。

十
二
月
七
日
津
田
光
吉
筆
〕
與
福
傘

に
過
ぎ
な
い
（
聞
耆
類
、
序
ノ
ミ
（

古
今
和
歌
集
（
朱
書
入
有
之
）

く

「
実
践
切
」
と
「
徳
川
切
」
の
筆
跡
を
比
較
す
る
に
、
同
筆
で
あ
る
と
ま
づ
は
判
断
し
て
よ
か
ら
う
。
問
題
は
そ
こ
か
ら
先
、
そ
れ
が
紛
れ

も
な
く
（
世
に
い
ふ
）
遠
忠
筆
で
あ
る
か
否
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
二
徴
証
と
な
り
う
る
も
の
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

例
へ
ば
、
他
の
多
く
の
遠
忠
自
筆
（
と
称
さ
れ
る
）
資
料
（
尊
経
閣
文
庫
に
多
数
所
蔵
さ
れ
る
詠
草
・
自
歌
合
等
）
を
通
覧
す
る
に
、
遠
忠

の
「
の
」
字
は
、
上
向
き
に
筆
を
か
へ
す
箇
所
で
、
一
旦
微
妙
に
内
側
に
戻
す
と
い
ふ
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
い
づ
れ
の
切
れ
に

も
明
確
に
見
て
取
れ
る
。
即
ち
、
「
実
践
切
」
三
行
目
・
第
四
字
目
な
ど
、
一
方
「
徳
川
切
」
二
行
目
・
第
七
字
目
な
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
こ

の
種
の
「
の
」
字
は
、
遠
忠
と
同
時
代
に
お
い
て
類
例
を
ま
ま
認
め
る
こ
と
が
出
来
（
例
へ
ば
、
近
衛
尚
通
）
、
こ
の
一
点
を
以
て
直
ち
に

〈
遠
忠
〉
筆
と
断
ず
る
こ
と
は
、
早
計
に
過
ぎ
る
。
け
れ
ど
も
、
同
じ
く
自
筆
典
籍
に
も
見
ら
れ
る
や
や
特
色
の
あ
る
「
心
」
字
な
ど
を
こ
こ

に
追
加
す
れ
ば
、
両
切
の
〈
遠
忠
〉
筆
た
ら
ん
こ
と
、
大
略
は
認
め
ら
れ
よ
う
と
恩
ふ
。

な
ほ
、
「
実
践
切
」
「
徳
川
切
」
、
紙
質
・
字
高
な
ど
を
確
認
し
な
け
れ
ば
軽
々
に
断
定
は
州
来
な
い
も
の
の
、
当
面
は
ツ
レ
と
見
倣
し
て
お

新
続
古
今
集
（
遠
忠
奥
書
有
之
）

け
れ
ど
も
、
小
論
で
紹
介
し
た
「
続
古
今
集
切
」
か
ら
予
想
す
る
に
、
恐
ら
く
、
多
数
の
勅
撰
集
を
遠
忠
は
書
写
し
た
と
思
は
れ
る
。
こ
こ
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特
徴
的
な
「
の
」
「
心
」
字
は
こ
こ
で
も
、
は
っ
き
り
と
見
て
と
れ
よ
う
。
し
か
し
、
一
方
で
ご
く
普
通
の
「
の
」
字
も
多
く
見
ら
れ
る
、

と
い
ふ
点
に
、
よ
く
よ
く
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
を
以
て
、
こ
の
切
が
、
例
へ
ば
天
理
図
書
館
蔵
定
家
等
筆
「
秋
篠
州

清
集
」
の
如
き
も
の
で
あ
る
と
ま
で
は
い
は
な
い
。
さ
う
で
は
な
く
、
遠
忠
（
と
覚
し
き
人
）
の
筆
跡
な
る
も
の
、
一
筋
縄
で
は
見
極
め
き
れ

な
い
、
と
い
ふ
格
好
の
テ
キ
ス
ト
と
機
能
す
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
確
認
し
て
お
き
た
い
の
だ
。

な
ほ
、
久
保
木
秀
夫
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
〈
遠
忠
〉
筆
と
伝
へ
る
十
三
代
集
の
切
に
は
、
以
下
の
や
う
な
も
の
が
存
す
る
由
。

で
は
一
点
、
近
時
姉

釈
文
は
掲
げ
な
い
。

日
唖
署
冒

灘

ぞ
？
丞
・
ワ
ロ
言
舎
蕊
更
。
澤
ず
塗
ｉ
ｒ
り
嬢
？
為
皇
易
…

多
承
寺
尋
隠
蕊
蟻
Ｉ
い
み
今
鈴
を

舟

；
や
き
イ
み
め
１
の
ｗ
瀞
溌
寺
や
く
鴬
の
ク
７
Ｌ
い
ず
型
字
競
け
鯵
餐
嚥
鯏

》
沙
沙
刈
ｊ
侭
悠
承
く
、
ぢ
齢
、
ヤ
ト
や
ｈ
一
い
ク
紳
獅
金
鼠

泳
”
燈
琴
慨

鳶
Ｊ
Ｉ
Ｎ
”
唾
か
八
画
偲
熱
野
ふ
う
蜜
了
詮
織
ｗ
の
Ｉ
Ｉ
Ｊ
〆
（
／
や
ぞ
証
斡
感
汀
畷
溌
”

筋
錫
が
僻
許
溌
丁
斑
洗
、
剛
Ｉ
ィ
う
学
澱
毎
疑

い
蘓
驚
藍
塾
ｆ
労
る
噸
鐸
、
衿
プ
鋪
認

山
玉
葉
集
（
抄
出
？
）

え
珍
書
、
雲
簿
弥
〃
！
‐
ｆ

彗
墨
鍵
詳
二
患
■
呵
恭
こ
＃
鯵
菱
轄
姦
衾
翼
γ
穆
竣
減

近
時
架
蔵
と
な
っ
た
「
続
後
撰
集
切
」
（
写
真
版
Ｂ
、
玄
海
模
よ
り
入
手
）
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
。
な
ほ
、
紙
幅
の
都
合
上

憧
・
参
一
催
鯲
錘

i

:髭;.、

鐸

IB1武井蔵伝遠忠筆「続後撰集切」
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七十四文芸資料研究所蔵手鑑「筆林』

〈
遠
忠
〉
筆
の
特
徴
と
し
て
、
先
に
「
の
」
「
心
」
の
字
体
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
よ
り
鮮
明
な
も
の
と
し
て
、
「
な
」
字
を
あ
げ
る
こ
と
が

出
来
る
。
「
実
践
切
」
第
三
行
、
下
か
ら
四
字
目
に
見
え
る
。
こ
の
「
な
」
字
は
、
す
べ
て
の
遠
忠
自
筆
文
献
に
見
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
し
、

頻
出
と
も
い
へ
な
い
が
、
稀
有
と
ま
で
も
い
へ
な
い
も
の
で
、
遠
忠
筆
か
否
か
の
鑑
定
に
お
い
て
、
一
指
標
た
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
や
う
に
、
遠
忠
自
筆
で
あ
る
か
否
か
は
、
比
較
的
容
易
に
弁
別
出
来
る
や
う
に
見
え
る
し
、
実
際
、
筆
者
も
そ
の
や
う
に
考
へ
て
ゐ
た

こ
と
も
あ
る
が
、
こ
と
は
さ
う
単
純
で
は
な
い
こ
と
に
、
近
時
、
思
ひ
至
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
、
ま
づ
、
尊
経
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る

二
種
の
「
李
花
集
』
で
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
の
二
極
の
『
李
花
集
」
は
、
遠
忠
の
奥
書
の
年
時
を
以
て
、
享
禄
三
年
本
・
享
禄
四
年
本
と
呼

ば
れ
、
特
に
享
禄
四
年
本
は
近
世
に
転
写
さ
れ
た
諸
本
の
祖
本
と
見
倣
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
あ
り
、
刊
本
の
底
本
と
し
て
広
く
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ

る
も
の
で
あ
る
。
両
本
の
細
か
な
関
係
は
別
稿
に
譲
る
他
な
い
が
、
現
在
の
見
通
し
だ
け
を
か
い
つ
ま
ん
で
い
へ
ば
、
享
禄
三
年
本
（
の
親

想
像
を
暹
し
う
す
る
に
、
あ
れ
ほ
ど
に
和
歌
に
魂
を
奪
は
れ
、
と
り
つ
か
れ
た
や
う
に
歌
耆
を
書
写
し
た
遠
忠
の
こ
と
、
十
三
代
集
と
て
、

そ
の
大
半
を
書
写
し
て
ゐ
た
と
し
て
も
、
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
恐
ら
く
は
、
ま
だ
相
当
量
の
〈
遠
忠
〉
筆
十
三
代
集
切
が
あ
る
に
違
ひ
な

よ
っ
て
、
遠
忠
筆
と
見
倣
さ
れ
て
｝

い
ふ
べ
き
性
格
の
も
の
の
や
う
だ
。

１
０

１
Ｖ

宝
島
寺
蔵
手
鑑
一
三
八

②
続
千
載
集
（
抄
出
？
）

今
泉
家
蔵
手
鑑
、
財
団
法
人
徳
川
黎
明
會
蔵
手
鑑
「
蓬
左
』
一
○
○

ま
た
、
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
『
新
勅
撰
集
」
〔
一
二
○
・
七
六
九
〕
は
、
奥
耆
・
識
語
は
全
く
存
し
な
い
も
の
の
、
末
田
幽
碩
の
極
め
に

つ
て
、
遠
忠
筆
と
見
倣
さ
れ
て
ゐ
る
。
細
か
な
考
察
は
省
く
が
、
〈
遠
忠
〉
筆
と
見
て
良
い
や
う
に
思
ふ
。
た
だ
し
、
確
言
は
憧
ら
れ
る
と

ｌ
、
、

都
立
中
央
図
書
館
蔵
手
鑑
「
古
名
筆
帖
（
二
』
七
○
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し
か
し
、
享
禄
三
年
・
享
禄
四
年
に
、
遠
忠
が
『
李
花
集
」
を
書
写
し
た
こ
と
は
疑
ひ
な
く
、
ま
た
、
本
文
を
精
査
す
る
に
、
先
に
述
べ
た

や
う
に
、
「
享
禄
三
年
本
（
の
親
本
？
）
を
も
と
に
校
訂
を
よ
り
施
し
た
も
の
が
享
禄
四
年
本
」
と
い
ふ
線
は
、
ま
づ
動
か
な
い
。
と
す
る
と
、

〈
遠
忠
〉
筆
と
見
て
良
い
。
と
、

た
だ
け
の
こ
と
、
に
過
ぎ
な
い
。

本
？
）
を
も
と
に
校
訂
を
よ
り
施
し
た
も
の
が
享
禄
川
年
本
で
あ
ら
う
、
と
考
へ
て
ゐ
る
。

そ
こ
で
、
各
々
の
書
写
奥
耆
を
掲
げ
て
み
よ
う
（
写
真
版
Ｃ
・
Ｄ
）
。

例
へ
ば
署
名
の
筆
跡
を
一
見
す
れ
ば
そ
れ
と
察
知
せ
ら
れ
る
が
如
く
、
こ
の
向
書
は
別
筆
と
判
断
す
る
他
な
い
も
の
で
あ
る
。
筆
勢
に
お
け

る
明
白
な
相
違
も
、
こ
の
判
断
を
支
へ
よ
う
。
事
実
、
本
文
の
筆
跡
に
お
い
て
も
手
は
異
な
り
、
享
禄
三
年
本
は
非
遠
忠
筆
、
享
禄
四
年
本
は

〈
遠
忠
〉
筆
と
見
て
良
い
。
と
、
こ
こ
ま
で
な
ら
ば
話
は
簡
単
、
従
来
の
研
究
者
は
、
奥
耆
に
ひ
か
れ
て
享
禄
三
年
本
を
遠
忠
筆
と
誤
っ
て
来

【C】尊経閣蔵享禄三年本『李花集』奥耆

【D】尊経閣蔵享禄四年本「李花雌」奥耆
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文芸資料ｲﾘ|究所蔵手鑑『筆林』七十四

と
い
っ
た
あ
た
り
が
、
妥
当
な
着
地
点
と
い
へ
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
享
禄
三
年
本
の
署
名
に
極
め
て
近
似
し
た
も
の
が
、
遠
忠
、
筆
資
料
と
見
倣
さ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
の
中
に
散
見
さ
れ
る
の
だ
。

こ
こ
で
は
、
架
蔵
短
冊
を
紹
介
し
て
置
く
（
写
真
版
Ｅ
）
。

筆
づ
か
ひ
が
や
や
急
い
で
を
り
、
あ
る
い
は
手
控
へ
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
か
、
「
遠
」
字
は
若
↑
筆
致
が
異
な
る
も
の
の
、
「
忠
」
字

は
近
似
し
て
ゐ
る
と
い
へ
よ
う
。
こ
の
短
冊
が
、
晴
の
場
の
そ
れ
で
は
な
く
、
非
公
式
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
石
筆
な
ど

に
よ
る
も
の
と
は
考
へ
難
く
、
そ
れ
ゆ
ゑ
に
こ
そ
、
享
禄
三
年
本
の
書
体
の
如
き
遠
忠
の
署
名
が
存
し
た
こ
と
が
証
さ
れ
た
と
い
っ
て
良
い
。

ま
た
こ
こ
で
の
「
の
」
字
は
、
遠
忠
の
特
色
を
有
し
て
ゐ
な
い
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。

さ
ら
に
享
禄
三
年
本
の
署
名
に
近
い
も
の
を
、
遠
忠
自
筆
（
と
称
さ
れ
る
）
典
籍
か
ら
例
示
す
れ
ば
、

想
定
さ
れ
る
系
統
図
は
、

木
阿
本
（
Ⅱ
或
本
？
）

~一丁
「一 １
《
校
訂
》

《
某
転
写
》

｣－

尊
経
閣
蔵
享
禄
三
年
本

瞳

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
尊
経
閣
蔵
享
禄
四
年
本

《
影
響
？
》

E】武井蔵遠忠短冊
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さ
ら
に
も
う
一
つ
、
別
な
る
遠
忠
の
書
体
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
百
番
自
歌
合
（
天
文
七

年
六
月
三
日
こ
〔
什
上
・
六
四
、
判
訶
ハ
公
条
自
筆
〕
を
あ
げ
て
み
る
。
ま
づ
、
遠
忠
の
奥
書
を
掲
げ
て
み
よ
う
（
写
真
版
Ｆ
）
。

尊
経
閣
文
庫
蔵
『
清
輔
集
」
（
享
禄
三
年
）

尊
経
閣
文
庫
蔵
「
後
百
番
歌
合
」
（
享
禄
三
年
）

な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
が
と
も
に
享
禄
三
年
の
写
し
で
あ
る
こ
と
は
、
偶
然
の
一
致
と
は
考
へ
難
い
が
、
そ
の
こ
と
に
小
論

こ
の
や
う
に
、
「
遠
忠
」
の
筆
致
は
、
享
禄
四
年
本
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
奥
書
に
続
く
「
覚
書
」
（
写
真
版
Ｇ
、
こ

の
内
容
に
関
し
て
は
、
拙
槁
「
遠
忠
詠
・
公
条
判
『
百
番
自
歌
合
」
小
孜
ｌ
遠
忠
自
筆
文
献
へ
ｌ
」
〔
『
研
究
と
資
料
」
第
鉛
輯
Ⅱ
舶
・
７
〕
を

と
も
あ
れ
、
以
上
例
示
し
た
如
く
、
嵩

紛
れ
も
な
い
事
実
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

で
は
深
入
り
し
な
い
。

遠
忠
自
筆
資
料
と
見
倣
さ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
の
中
に
、
い
ま
一
つ
の
書
体
の
署
名
が
存
す
る
こ
と
は
、

【F】尊経閣文庫蔵遠忠・公条筆

「百番自歌合j遠忠奥書
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七十四文芸資料研究所蔵手鑑「筆林」

参
看
さ
れ
た
い
）
の
筆
致
は
、
享
禄
四
年
本
の
本
文
の
筆
致
か
ら
相
当
に
遠
い

「
覚
書
」
が
速
筆
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
し
て
も
、
〈
遠
忠
〉
筆
資
料
、
換
言
す
れ
ば
、
《
遠
忠
様
》
の
そ
れ
と
の
距
離
は
否
定
出
来

ま
い
。
で
は
、
こ
の
「
覚
書
」
が
遠
忠
の
筆
に
あ
ら
ざ
る
か
、
と
い
ふ
と
、
さ
う
で
も
な
い
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
覚
書
」
の
内
容
（
概
要

を
い
へ
ば
、
公
条
が
判
訶
で
指
摘
し
た
詠
作
上
の
難
点
に
対
す
る
弁
解
・
改
案
な
ど
が
記
さ
れ
る
）
が
、
遠
忠
自
筆
で
あ
る
こ
と
を
ま
づ
示
唆

す
る
。
つ
ぎ
に
、
判
訶
が
公
条
の
自
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
へ
て
、
こ
の
典
籍
が
「
清
書
本
」
（
乃
至
、
最
終
形
態
）
で
あ
る
こ
と
は
一
方
で

疑
ひ
得
ず
、
か
か
る
清
書
本
に
如
上
の
繰
り
言
め
い
た
覚
書
を
害
き
つ
け
う
る
の
は
、
作
者
そ
の
人
以
外
に
は
考
へ
難
い
こ
と
。
さ
ら
に
ま
た
、

筆
致
も
奥
書
の
そ
れ
に
近
い
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
へ
れ
ば
、
こ
の
「
覚
書
」
は
、
否
、
こ
の
「
覚
書
」
こ
そ
が
遠
忠
そ
の
人
の
筆
に
な
る
も

の
と
考
へ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
（
な
ほ
い
ひ
そ
へ
て
お
け
ば
、
小
論
の
筆
者
は
、
こ
の
「
覚
書
」
然
た
る
書
風
だ
け
が
遠
忠
自
筆
、
と
は
考
へ

な
いと

す
る
と
、
こ
こ
に
第
三
の
筆
跡
Ｉ
し
か
も
こ
れ
こ
そ
が
遠
忠
自
筆
と
考
へ
る
べ
き
Ｉ
が
出
現
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
困
っ
た
こ
と
に
、

こ
の
第
三
の
筆
跡
は
《
遠
忠
様
》
か
ら
い
さ
さ
か
遠
い
感
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
筆
跡
と
し
て
は
ど
ち
ら
か
と
い
ふ
と
特
徴
が
少
な
い
や
に
見

【G

ｊ

中
心
谷
口

遠
歌
蔵
自
庫
番
文
百
閻
ｉ
書

経
筆
覚

尊
条
忠

（
盆
崖
起

－19－



え
、
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
こ
の
筆
跡
単
体
で
遠
忠
自
筆
と
直
ち
に
鑑
定
す
る
こ
と
は
、
ま
づ
至
難
で
あ
ら
う
。

で
は
、
他
の
遠
忠
自
筆
資
料
を
、
如
何
に
し
て
わ
れ
わ
れ
は
弁
別
し
う
る
の
か
：
：
：
小
論
の
筆
者
な
り
に
恩
ひ
つ
く
典
籍
一
二
な
い
こ
と

は
な
い
（
一
例
す
れ
ば
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
十
市
遠
忠
詠
草
中
耆
」
〔
什
上
・
六
五
〕
な
ど
）
が
、
小
論
は
そ
れ
を
論
じ
る
場
で
は
な
い
ゆ
ゑ
、

省
略
に
従
ひ
、
別
稿
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
す
る
。

思
ふ
に
、
遠
忠
の
周
辺
に
は
、
《
遠
忠
様
》
を
よ
く
す
る
者
（
右
筆
で
あ
ら
う
か
。
石
澤
一
志
の
示
唆
に
よ
れ
ば
、
例
へ
ば
釜
口
栄
暁
を
擬

す
べ
き
か
、
と
の
由
。
架
蔵
伝
栄
暁
筆
「
古
今
集
注
切
」
〔
写
真
版
Ｈ
〕
、
早
大
蔵
『
東
山
殿
御
時
度
々
御
会
歌
」
な
ど
参
看
。
ま
た
、
《
遠
忠

様
》
の
上
位
概
念
で
あ
る
と
い
ふ
《
烏
養
流
》
の
書
流
に
属
す
る
人
々
の
筆
跡
の
中
に
こ
の
《
遠
忠
様
》
を
置
い
て
、
彼
我
厳
密
に
比
較
検
討

す
る
必
要
も
あ
る
だ
ら
う
）
、
ま
た
異
筆
な
る
者
（
こ
れ
も
右
筆
か
）
な
ど
が
ゐ
て
、
遠
忠
の
書
写
活
動
を
輔
佐
し
て
ゐ
た
（
主
導
し
て
ゐ

た
？
）
、
と
見
る
他
は
あ
る
ま
い
。
さ
ら
に
は
、
可
能
性
と
し
て
は
、
遠
忠
の
筆
跡
が
時
期
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
場
面
に
よ
っ
て
、
相
当
に

異
な
る
と
い
ふ
こ
と
も
、
む
ろ
ん
、
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

上
文
で
は
か
ら
ず
も
造
語
し
て
し
ま
っ
た
《
遠
忠
様
》
な
る
概
念
、
こ
の
や
う
に
、
そ
の
含
意
す
る
所
は
思
ひ
の
ほ
か
深
か
ら
う
。
小
論
に

関
連
す
る
一
点
だ
け
を
付
言
し
て
お
く
。
「
実
践
切
」
は
確
か
に
《
遠
忠
様
》
と
断
じ
う
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
即
ち
遠
忠
そ
の
人
自
身

の
筆
跡
で
あ
る
、
と
は
、
な
り
え
な
い
、
と
い
ふ
含
み
を
こ
め
て
、
小
論
の
冒
頭
で
「
結
論
か
ら
い
へ
ば
、
〈
遠
忠
〉
筆
と
認
め
て
良
い
」
と

述
べ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
最
後
に
い
ひ
添
へ
て
、
甚
だ
蕪
雑
な
小
論
を
終
へ
る
こ
と
と
す
る
。

（
武
井
）

－2(）－



七十四文芸資料研究所蔵手鑑『筆林」

鋒
懸
悲
吟
輝
峰
？
紗
惨
、
Ｙ
〃
？
譲
録
蝿
一

嘉
議

塁
う
典
…
雷
？
§
ず
ら
り
ハ
ソ
即
〕
て
胤
花
ｆ
，
一

…
飼
令
；
銘
，
烏
、
匹
幼
参
獄
ら
ｆ
ｉ
参
為
縦
１
灼
泉
”
秘

協
迩
み
み
ｉ
ｆ
’
八
心
命
唯
う
仇
鯲
Ｉ
ゑ
〃
と

琢
峰
、
吟
‐
歩
勾
読
ｊ
、
〆
《
羊

ザ
、
、
○
〆
鱈
今
Ｉ

典
？
ぐ
く
患
ｉ
厭
陰
ゞ
派

＝－－墨一■｡贈一軸由凸一■一品今宇一

【H】武井蔵伝栄暁筆古今集注切
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凡
例

一
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
潮
廼
舎
文
庫
研
究
所
に
お
い
て
、
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
不
詳
の
点
は
、
同
研
究
所
に
照
会
さ
れ
た
い
。

二
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
極
め
札
に
関
わ
る
次
の
０
か
ら
Ⅲ
ま
で
の
各
項
よ
り
成
り
、
可
能
な
限
り
に
於
い
て
、
当
該
切
れ
本
文
に
つ
い
て
の

皿
よ
り
皿
各
項
を
付
す
る
。
短
冊
・
書
冊
の
ば
あ
い
も
こ
れ
に
準
ず
る

三
、
数
字
の
単
位
は
セ
ン
チ
と
し
、
横
×
縦
（
×
厚
）
の
順
で
記
入
し
た
。
そ
の
余
は
判
読
さ
れ
た
い
。

７
記
載
初
文
字
我
か
く
て

８
極
め
印
寸
法
１
．
３
×
１

５
伝
承
筆
者
素
眼
法
師
／
前
廉
筆

６
名
物
切
名
称
該
当
ナ
シ

３
極
め
札
寸
法
２
．
０
×
吃
・
《

４
極
め
札
料
紙
烏
ノ
子
（
厚
手
）

21 0

現
蔵
者
登
録
番
号
五

「
琴
山
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

〈
画
像
〉
口
絵
参
照

Ⅳ
「
琴
山
印
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

1

五
○
六
登
録
番
号
Ｊ
Ｂ
Ｋ
Ｏ
Ｏ
１

13 ハ
ｂ
×
ハ
Ｕ
・
ワ
』

、、

－乙乙一



七十四文芸資料研究所蔵手鑑「筆林」

賜
備
者

14131211 ９
極
め
印
状
況

皿
極
め
札
裏
面

本
文
寸
法

本
文
料
紙

本
文
出
典

本
文
翻
刻

藤
原
基
任

我
か
く
て
い
な
葉
も
る
身
と
な
り
ぬ
る
を
か
り
の
や
と
、
や
人
の
み
る
ら
ん

題
し
ら
す
よ
み
入
し
ら
す

呉
竹
の
ふ
し
み
の
た
ゐ
の
か
り
の
世
に
お
も
ひ
し
ら
て
や
も
り
あ
か
す
ら
ん

法
眼
行
胤

夜
も
す
か
ら
た
え
す
な
る
こ
の
を
と
す
な
り
山
田
の
い
ほ
を
風
や
も
る
ら
ん

印
の
欠
落
の
様
態
は
、

め
ら
れ
な
い
。
同
氏

（
「
書
道
学
論
集
」
一
、

叩
・
７
×
妬
・
６
×
０

楮
紙
（
補
修
紙
ア
リ
）

新
千
載
集
巻
一
八
雑
下

黒
印
左
辺
欠
落
０

貼
付
の
た
め
不
明

中
村
健
太
郎
氏
の
「
第
二
欠
損
」
に
当
た
る
が
、
同
氏
の
「
第
一
欠
損
」
に
あ
た
る
欠
落
は
認

「
古
筆
了
栄
の
極
札
に
み
ら
れ
る
「
琴
山
」
印
の
経
年
変
化
と
発
行
年
代
の
特
定
に
つ
い
て
」

平
成
陥
年
３
月
）
参
照
。

35

23

－23－
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〈
画
像
〉

極
め
札
寸
法

極
め
札
料
紙

伝
承
筆
者

名
物
切
名
称

記
載
初
文
字

極
め
印
寸
法

極
め
印
状
況

極
め
札
裏
面

本
文
寸
法

本
文
料
紙

本
文
出
典

本
文
翻
刻

現
蔵
者
登
録
番
号
五

「
琴
山
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

〈
画
像
〉
口
絵
参
照

２

一
該
ル
ヨ
ナ
シ

恥
・
３
×
肥
・
６
×
０
．
賜

金
泥
下
絵
入
り
色
紙

歌
仙
色
紙
（
玄
玄
集
重
之
五
首
）

黒
印
左
辺
欠
落
０
．
１
０
．
４
他
２
カ
所
。
右
下
辺
０
．
妬
。
右
辺
若
干

、

貼
付
の
た
め
不
明

２
．
０

白
局
の
子

右 よ
し
野
や
／
ま

山
本
殿
実
富
卿

１
１
．
０
Ｊ
×
１
１
・
川
佳

五
/一、
（ノ
、～〆

__エー

ノ、

登
録
番
号
Ｊ
Ｂ
Ｋ
Ｏ
Ｏ
２

1つ
上J

源
重
之

１
１
×
っ

－24



文芸資料"|究所戯手鑑『筆林』七十四

喝
備
考

印
の
欠
落
の
様
態
は
、
中
村
氏
の
「
第
三
欠
損
」
に
あ
た
る
が
、
「
第
一
欠
損
」
に
あ
た
る
欠
落
は
認
め
ら
れ
ず
、
氏

の
範
晴
に
な
い
右
辺
に
欠
落
状
の
様
態
が
あ
る
。

（
野
村
）

よ
し
野
や
ま
み
れ
の

し
ら
雪
い
つ
き
え
て

け
さ
は
か
す
み
の

た
ち
か
は
る
ら
む

－ワ員一
宮Ⅱノ
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鍵蓮瀞

蕊
：
§

堂
、
言
‐
Ａ
需
呉
、
僻
Ｊ
‐
●
…
晶
子
‐
賛
や
３
１
ｒ
や
鼠
●
…

鑑…■魂,……誘
瀧
恥
篭
啄
癖
，
聯
穆
溺
噛
．
馥
蕊
馳
堪
野
融
職
鷺
守
蘭
群

，i

f

霞
棚

耐
嘩
～
て
這
琴
＃
身
ｆ
島
Ｔ
ｆ
亀
↑
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